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小川町 

～健康長寿ウオーキング事業～ 

 

(１) 取組の概要 

平成２７年度より埼玉県では「健康長寿埼玉モデル事業」を推進しているところで

あるが、当町においても健康寿命の延伸することは重要と考え、健康長寿埼玉モデル

をアレンジした事業を展開することとなった。 

この事業では、自主的にウオーキングを行ってもらい、町総合福祉センターに設置さ

れた体組成計及び血圧計などを利用して、自主的に健康チェックを行う。また、定期的

に教室を開催することにより、仲間づくりを進め、楽しく継続的にウオーキングが続け

られるよう配慮し、体力測定及び血液検査等データを、大学等と協力して分析する。 

本事業を実施することにより、ウオーキングが町へ広がり、また医療費削減等の効果

が期待できる。 

 

(２) 取組の契機 

(ア) 健康寿命の更なる延伸を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年からの健康寿命の推移を図１に示した。年々上昇し、県と比較しても高

い水準にある。この状況を持続しながら、更なる健康寿命の延伸を図るため、町とし

て健康の維持・増進を図るため、事業展開をすることとした。 

 

 

 

 

健康長寿に係る先進的な取組事例 
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(イ) ウオーキングマップの活用 

昨年度作成したウオーキングマップを活用し、 

日常生活の中での活動量を増やしながら健康寿命

の延伸を図る。 

 

 

(ウ) 生活習慣病予防 

特定保健指導対象者に対する集団教育の場がな

く、運動等の実践的な指導ができない状況であったため、月に１回程度、教室を開催

し、仲間とともにウオーキングの継続を図る。 

 

 

(エ) 取組の内容 

 

 

① 参加者募集（平成２８年５月） 

前年度特定保健指導対象者に対し、優先的に募集開始の案内を送付した。 

 

② 一般参加者募集（平成２８年６月） 

広報、町ホームページに募集案内を掲載した。 

 

③ 参加決定通知及び同意書、アンケート送付（平成２８年８月） 

参加者に通知及び必要書類一式を送付した。 

 

事業名 健康長寿ウオーキング事業 

事業開始 平成２８年度 

  

 平成２８年度 

予 算 

３，３０１千円 

・報償費 ２０千円 

・需用費 ５０千円 

・役務費 ３３千円 

・委託料 ６０１千円 

・使用料賃借料 ７９４千円 

・工事請負費  １００千円 

・備品購入費  １，２６７千円 

・賃金  ４３６千円 

参加人数 ４６人 

期 間 平成 28 年４月～平成 29 年３月 

実施体制 町健康福祉課 
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④ 開講式及び体力測定（平成２８年８月） 

開講式と同日に体力測定（５項

目）を実施した。 

 

 

 

⑤ 自主的なウオーキングと活動量計によるデータ管理（平成２８年９月～平成２９年

２月） 

各自、自由にウオーキングを行ってもらい、その記録を総合福祉センターに設置し

てあるリーダーライター又はコンビニエンスストアに設置してあるロッピーから送

信してもらう。 

 

⑥ 集団教室の実施（平成２８年１０月～） 

参加者に仲間づくりと継続して参加してもらうことを目的に、運動教室、食事指

導教室、健康講演会等を実施する。 

 

⑦ 参加者への支援レター（平成２８年１０月～） 

毎月の歩数のデータをグラフ化し、支援レターとともに送付する。 

 

⑧ 血液検査・体力測定の実施（平成２９年３月） 

特定健診に準じた項目で血液検査を実施。体力測定項目については８月と同様の５

項目を実施する。 

 

⑨ 記録の分析（平成２９年３月） 

記録を集計し､集計結果については、大学と共同で分析し、効果把握を行う。また、

参加者及び参加者と年齢・性別が同じ方の医療費を調査し、比較検証する。 

 

⑩ 参加者へのフィードバック（平成２９年３月） 

分析結果を広報等で公表するとともに、全体の分析結果及び各参加者の記録分析表

を各参加者へ配布。 
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(オ) 取組の効果 

① 生活習慣病の予防効果 

日常的にウオーキングを取り入れることによって、生活習慣病の予防効果がある程

度期待できる。 

 

 

 

 

 

 

  ※比較対象者は８月及び１１月に体組成及び血圧測定を行い、データ送信が確認でき

た３３名の平均値である。 

 

② 地方自治体にとっての効果 

国保の医療費分析については今後行う予定 

 

 

 

(カ) 成功の要因、創意工夫した点 

① 効果の「見える化」 

個人ファイルを配布し、体組成及び血圧測定の記録や各種教室における配布資料、

月次の歩数記録、支援レター等を整理することにより、参加者自身の効果を数値で見

ることができ、ウオーキングに対するモチベーションの維持向上につながるものと考

えられる。また、他の参加者の歩数記録についても参考のため毎月上位２０名をラン

キング形式にして体組成計等の機器の前に掲示し、ウオーキングの継続を促した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ウオーキングの日常化 

活動量計を身に着けていることで、ウオーキングの意識づけができ、「いつもより

多く」歩くことができた。 

 

 

 平成２８年８月 平成２８年１１月 

ＢＭＩ平均 ２３．８ ２３．７ 

体脂肪率（％） ２５．６ ２１．６ 

収縮期血圧(mmHg) １４７ １３７ 

拡張期血圧(mmHg) ８３ ８１ 
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③ 社会資源の活用 

県民健康福祉村、町スポーツ推進委員、埼玉県栄養士会、大塚製薬株式会社、アサ

ヒコーポレーションの協力をいただき、各種教室を実施した。それぞれの講師が専門

性を発揮して参加者にわかりやすく説明していただいたので理解を深めることがで

きた。 

 

 

  ④ 学識経験者の知見を活用したこと 

    事業の実施に当たっては、女子栄養大学 衞藤専任講師の助言を受け実施した。事

業評価も依頼し、次年度へ効果的につなげていく。 

 

 

 

(キ) 課題、今後の取組 

① 教室終了者への対応 

教室は７か月で終了となるが、その後も継続を促すため、定期的に教室の開催を検

討している。参加者が継続して教室に出席してもらえるようなプログラムを考えてい

きたい。 

 

② 医療費抑制効果が見えにくい 

参加者が少ないため、参加者の１人が入院等した場合、医療費が減少するどころか、

かえって増大してしまう可能性があるため、毎年少しずつ参加者を増やしていきた

い。 

 

③ 参加者数の確保及び健康マイレージ事業への移行 

今年度の募集は５０人を予定していたが、自発的応募が少なく、参加者の確保が難

しい。来年度以降、事業を継続していく予定であるが、周知方法や地域への働きかけ

についても考えていきたい。また、来年度から開始予定の健康マイレージ事業へ現在

の参加者を移行させ、インセンティブの付与を行いながらウオーキングの継続を促し

ていきたい。 

 


